
 
 

仕様書 

１． 案件名称 

選挙事務用 鶴見区役所庁舎３階情報通信設備増設業務委託 

 

２． 実施場所 

大阪市鶴見区横堤５丁目４番１９号 

大阪市鶴見区役所 ３階  

 

３． 履行期限 

令和７年 11月 10日（月） 

 

４． 許認可等 

受注者は、令和７・８・９年度大阪市入札参加資格者名簿に、承認種 

「02-03-01（機械等施設点検・運転操作:施設運転操作管理:電気設備等運

転操作管理）」または「01-03-02建物等各種施設管理・通信設備保守点検・

その他通信設備」で登録されていなければならない。 

 

 

５．工事内容 

（１）３階のフロアラックの別途発注者が指示する配線口から、３階会議室および事務室に既設

されているモジュラージャックに新規 LAN ポートケーブルを２本配線すること。（別紙参照） 

（２）LAN ケーブルについては CAT5e 以上ものを使用すること。 

（３）工事の実施については、発注者と調整のうえ、区役所閉庁日の土日祝日に実施すること。

なお、10 月 26 日(日) については、日曜開庁で区役所開庁日のため実施不可。 

（４）LAN ケーブルの引込みについては天井への隠蔽配線として、一部露出配線を行い養生を行

う。 

 

６．一般事項 

（１）仕様 

   本仕様書及び現場説明による。 

（２）疑義に対する協議 

   設計図書（図面、仕様書をいう）に明示のない場合又は、疑いを生じた場合は発注

者と協議する。 

（３）設計変更 

   設計変更は必要に応じて発注者と協議を行って、又は発注者の指示により行われる

ものとする。 

（４）官公署その他への手続き 

   施工の際に必要な官公署その他への手続きは、受注者が行う。 

（５）発生材の処理 

特記又は発注者の指示により引渡しを要しないものは、関係法令に従い適切に処理

をする。 



 
 

（６）部品資材等の使用に係る事前承認 

   受注者は、設置予定の部品資材等について、あらかじめ仕様等を提出して発注者の

承認を受ける。 

（７）瑕疵担保義務 

   受注者は、引渡し以降、瑕疵によって生じた減失もしくはき損その他の事故に対し

て賠償の責任を負う。 

（８）作業現場の安全衛生、災害及び公害の防止等 

   ①作業現場の安全衛生に関する管理は現場代理人が責任者となり、関係法令等に従

ってこれを行う。 

   ②作業現場においては常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行うなど事故の

防止に努める。 

   ③作業の施工に伴う災害及び公害の防止は、関係法令等に従い適切に処理するとと

もに、特に下記の事項を守らなければならない。 

    イ．第三者に災害及び損害等を及ぼしてはならない。 

    ロ．公害の防止に努める。 

    ハ．善良な責任者の注意をもってしても、なお災害又は公害の発生のある場合の

処理については、発注者と協議する。 

    ニ．既設の建物及び工作物に汚損及び損傷のないよう十分注意する。 

（９）養生 

在来部分、施工済み部分、未使用材料などで汚損又は損傷の恐れのあるものは適切

な方法で養生を行う。 

（10）後片付け 

   完成に際しては、建築物などの内外の後片付け及び清掃を行う。 

 

４． 提出書類 

（１）受注者は、工事終了後直ちに受注者は、業務終了後、業務完了報告書を作成し、

作業前・作業中・作業後の写真を添付して発注者へ提出すること。 

（２）受注者は、発注者が本業務に関する書類の提出を求めた場合、応じること。 

 

７．その他   

（１）納入の際は、大阪市グリーン配送実施要綱に定めるグリーン配送適合車を使用する 

こと。 

（２）大阪市契約関係暴力団排除措置要綱を遵守すること。 

（３）受注者が業務を遂行するにあたり必要となる経費は、全て契約金額に含まれるもの

とし、発注者は、契約金額以外の費用を負担しない。 

 

８．担当  

   鶴見区役所 総務課（担当者：髙岡、田原） 

住所 大阪市鶴見区横堤 5丁目 4番 19号 

（電話番号 06－6915－9626） 

 



フロアラック

LANポートケーブル設

置個所（MJ有）

LANポートケーブル設

置個所（MJ有）

防火扉があるため天

井上通過不可

別紙



 
 

 

公益通報等にかかる特記仕様書 

 

 

（条例の遵守） 

第 1条 受注者および受注者の職員は、当該業務の履行に際しては、「職員等の公正な職務

の執行の確保に関する条例」（平成 18 年大阪市条例第 16 号）（以下「条例」という。）第 5

条に規定する責務を果たさなければならない。 

 

（公益通報等の報告） 

第 2 条 受注者は、当該業務について、条例第 2 条第 1 項に規定する公益通報を受けたと

きは、速やかに、公益通報の内容を大阪市鶴見区役所総務課（連絡先：06-6915-9625）へ

報告しなければならない。 

２ 受注者は、公益通報をした者又は公益通報に係る通報対象事実に係る調査に協力した

者から、条例第 12条第 1項に規定する申出を受けたときは、直ちに、当該申出の内容を

大阪市鶴見区役所総務課（連絡先：06-6915-9625）へ報告しなければならない。 

３ 発注者と本契約を締結した受注者は、この契約の履行に関して、発注者の職員から違法

又は不適正な要求を受けたときは、その内容を記録し、直ちに大阪市鶴見区役所総務課

（連絡先：06-6915-9625）に報告しなければならない。 

 

（調査の協力） 

第 3 条 受注者及び受注者の役職員は、発注者又は大阪市公正職務審査委員会が条例に基

づき行う調査に協力しなければならない。 

 

（公益通報に係る情報の取扱い） 

第 4条 受注者の役職員又は受注者の役職員であった者は、正当な理由なく公益通報に係

る事務の処理に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。 

 

（発注者の解除権） 

第 5条 発注者は、受注者が、条例の規定に基づく調査に正当な理由なく協力しないとき

又は条例の規定に基づく勧告に正当な理由なく従わないときは、本契約を解除するこ

とができる。 

 

 

（発注者：大阪市 受注者：委託先事業者） 

 

 

 

 

 

 







 
 

 

再委託に関する特記事項 

 

 

１ 本委託業務における「主たる部分」とは次の各号に掲げるものをいい、受注者はこれを再委

託することはできない。 

（１）委託業務における総合的企画、業務遂行管理、業務の手法の決定及び技術的判断等 

２ 受注者は、コピー、ワープロ、印刷、製本、トレース、資料整理などの簡易な業務の再委託に

あたっては、発注者の承諾を必要としない。 

３ 受注者は、第１項及び第２項に規定する業務以外の再委託にあたっては、書面により発注者

の承諾を得なければならない。 

４ 受注者は、第３項の規定により再委託した業務の一部を再委託先事業者又は再委託先事業者

からさらに委託を受ける者等（以下「再委託先等」という）から発注者及び再委託先等以外の第

三者に委託（以下「再々委託等」という）するにあたっては、業務の履行体制について書面によ

り発注者の確認を受けなければならない。 

５ 地方自治法施行令第 167 条の２第１項第２号の規定に基づき、契約の性質又は目的が競争入

札に適さないとして、随意契約により契約を締結した委託業務においては、発注者は、前項に

規定する承諾の申請があったときは、原則として業務委託料の３分の１以内で申請がなされた

場合に限り、承諾を行うものとする。ただし、業務の性質上、これを超えることがやむを得ない

と発注者が認めたとき、又は、コンペ方式若しくはプロポーザル方式で受注者を選定したとき

は、この限りではない。 

６ 受注者は、業務を再委託及び再々委託等（以下「再委託等」という。）に付する場合、書面に

より再委託等の相手方との契約関係を明確にしておくとともに、再委託等の相手方に対して適

切な指導、管理の下に業務を実施しなければならない。 

なお、再委託等の相手方は、大阪市競争入札参加停止措置要綱に基づく停止措置期間中の者、

又は大阪市契約関係暴力団排除措置要綱に基づく入札等除外措置を受けている者であってはな

らない。 

また、大阪市契約関係暴力団排除措置要綱第 12条第３項に基づき、再委託等の相手方が暴力

団員又は暴力団密接関係者でない旨の誓約書を特記事項第３項及び第４項に規定する書面とあ

わせて発注者に提出しなければならない。 


